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【提言①.両岸接続地域の高付加価値化】

〇 下関と北九州の「新たな歴史への架け橋」として、「人流」と「物流」の
両面でのつながりと一体性を強化し、両地域の付加価値を向上する。
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3．プロジェクトへの提言



【提言③.官民連携による新たな枠組みの導入による事業推進】

〇 事業推進にあたっては、官民連携による新たな枠組みの導入を進めるべき
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3．プロジェクトへの提言



地域価値向上Ⅳ

 多様な官民連携プロジェクトを

 両岸接続エリアで連鎖的に実施し、

 下関北九州道路による

 地域価値向上の最大化を図るべき!
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3．プロジェクトへの提言



地域価値向上Ⅳ

立体道路と直結スマートICによる
高速道路直結の新たな物流・交通拠点施設整備!

北九州エリア ～新たな物流・交流拠点～
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3．プロジェクトへの提言



3．プロジェクトへの提言

地域価値向上Ⅳ

Park-PFI等による老の山公園の活性化・観光資源化!

公園空間の
有効活用！
価値顕在化！

土地所有者:下関市
老の山公園(都市公園)

娯楽施設等
宿泊施設

設置管理許可（30年）

PFI事業範囲

公園
駐車場

道路

直結
出入口

Park-PFI

カフェ等

下関エリア ～老の山公園Park-PFI～

PFI Park-PFI 公園法
設置管理許可
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 価値創造型の官民連携（PPP/PFI)
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総事業
コスト

・コストダウンよりむしろ「価値創造」に民間の

ノウハウを発揮してもらい、収入増の最大化を

図り、結果的に公共の財政負担を縮減する。

総事業

収入

公共
財政負担

最小化

価値創造による収入の最大化！

最小化 地域価値
の増分

 価値創造型の官民連携（PPP/PFI)
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